
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 5 月号・通算第 223 号 発行責任者：新津クラブ会長 

           

 

  ◎ 各イベントの報告    

◎ 皆さんからの投稿  

◎ 最新情報＆行事予定            

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

. 

 

 

 

 

 

にいつクラブ各局、いかがお過ごしでしょうか。 

一番のアクティブシーズンが到来しています。ハムライフを楽しんでいきましょう。 

表紙は、JA0GCB/小林さんが作成した「CWパドル」です。まさに、工芸品ですね! FBです! 

 

さて、今シーズンも、クラブ各局とともに、ハムライフを楽しんでいきましょう。 

 

ロールコールは、毎週水曜日 20:20～です。(ミーティングのある週はありません) 

周波数は 145.22MHz です。Google Meet・放課後の方もヨロシクです! 

JA0YMP/新津クラブメーリングリストで、情報発信中! 

 

－1－ 

◎ クラブミーティングは、コロナ禍で不定期になっています。 

◎ JA0-VHF コンテストが開催されます。5月 14日・15日 

◎ 第 52回 クラブ定期総会は 文書表決総会となりました。 

   

 



 

 

 

 

 

JARL 新潟支部のホームページから今年度のスケジュールを抜粋しました。 

いろいろなイベントが予定されています。 

 

ぜひ、クラブ各局の各種イベントにご参加をお待ちしています。 

行事予定は変更となる場合がありますので、支部ホームページにご注意ください。 

  また、にいつクラブの行事予定では、10 月に秋の移動運用（さんまの会）・11 月に忘年会 

（懇親会）を計画しています。 

なお、コロナ禍の中、感染状況を見ての判断となります。 

ぜひ、久しぶりに賑やかに、皆さんとアイボールをしたいですね。 
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クラブ各局、お元気でしょうか。 

さて、「CW インベーダの製作」から 2年半がたちました。時間のたつのは早いですね。 

各局、CW の操作が上手になられたのではないでしょうか。Hi 

私のほうは、進歩がない状況でして今後の宿題ですね。(^^;)       

JA0GCB/小林さんより、メーリングでご紹介されていた CW 高速マシンの話です。 

そうとうの怪物マシンのようです・・そのうちチャレンジさせて頂きたいと思っています。 

DE  jh0jva / 高橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JA0EMS/錦織さんに手配して頂いた高速バージョンの CWインベーダーの ROMをケースに組み 

込みました。 

再利用したケースですのであら隠しのため シートやテープを貼って色々とごまかしています。 

 

 対戦結果・・ 縦ぶれ電鍵ではまったく歯が立ちません。 

 エレキーで数回対戦して何とかステージ１がクリアできる程度です。 

        森田さん、錦織さんはいかがですか？・・JA0GCB/小林 

 

                  JA0GCB/小林さん作製の Homemade の素晴らしいパドルたちです。 
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ハム雑感                 大宅壮一を偲ぶ                JA0BUH 

 

故 社会評論家 大宅壮一が、TVの低俗化を嘆き、「一億総白痴化」 が掲載されたのは 1957年 2月 2日号の 

  「週刊東京」 でした。 新潟での TV放送開始が翌年の 12月 1日。 当時 私は高校１-２年でしたので、この一連 

の知識は 私がリアルタイムで得たものではなく、間違いなく 後付けでしょう。 何れに致しましても、 大宅氏の発言から 

 65年の時間が経っております。 しかし、その中身は 私にとって 今でも新鮮に感じておりました。 

 

私が完全にリタイヤして 丸 8年が経ちました。 それ以前は私の時間を売って その収入で生きるための糧を得ておりまし 

た。 その後の 8年間の時間は 文字通り 100％私のものです。 無線という趣味を持っていたおかげで 「暇で、暇で！」 

という悩みは有りませんでした。 しかし、いくら無線が好きな私でも 全ての時間を無線だけでは使い切れませんでした。 

 そこで 今トレンディな利他的な活動に入るべきなのでしょう。 しかし、どう袖を振っても その様な高邁な精神は持ち合わ 

せておりません。 その結果、残りの時間は ごくごく平凡に 読書と TV に２分割されました。 

 

読書に はまると結構面白いのです。 「この漢字よめない」 「この熟語しらない」 「何これ」 「そんなバカな」 「これ嘘だろ 

う」 「もっと知りたい」 「これ“CQ新津”のネタになるな」 「これロールコールのトピックに使えるな」 と主体的に読めるので 

す。私は その度にメモをとり、後で検索します。 これって、PC の検索機能がなければ、膨大な作業になってしまいます。 

 この作業を現実にこなしていたのは 日本語を仕事にして 飯を食っていた人だけだったでしょう。 これが万人に与えられた 

のはネット社会になってからです。まさに IT の賜物です。 

 

               

 

夕方の６時頃、晩酌をしながら TV を見始めます。TV も番組を選ぶと はまりますね。 4-5時間に及ぶ日も有ります。 

大宅壮一を意識してから 65年後、100％の時間を取得してから ８年後の 2022年 1月 14日の晩酌時、恐ろし 

い事実に 気付きました。 TV を見ていてメモを取った記憶は一度もないことに 気付いたのです。 たとえ、番組を選んで 

見てはいても、主体的に視てはいなかったのです。 番組が終われば 「はい、おしまい。」で 全てが終了します。  大宅 

壮一氏の 「一億総白痴化」 の真意が 65年経って 始めて理解できました。 
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第５９回 ＪＡφ－ＶＨＦコンテストのご案内 

今年度も、ＪＡφ－ＶＨＦコンテストが、２０２２年５月 14日（土）２１：００～１５日（日）１２：００ＪＳＴ 

時報まで開催されます。ぜひ、クラブ各局のご参加をお願いいたします。 

また、コンテストの参加後、サマリーの提出について注意して頂きたい点ですが、  

登録クラブの番号は、08-1-22 ・ 登録クラブの名称 新津クラブ と記載をお願いします。  

クラブ各局、入賞をめざして頑張りましょう。 

 

新津クラブ各局の、ご参加をよろしくお願いいたします。コンテスト規約の主な抜粋です。 

 

【開催日時】２０２２年５月１４日(土)２１：００ ～１５日(日)１２：００ＪＳＴ時報まで 

【参加資格】管内局・・・信越管内（新潟県、長野県）で参加する、下記１、２のいずれかの局 

 

１．エリアナンバーがφのアマチュア局 

２．信越の JARL会員台帳に掲載されているφ以外のアマチュア局（※） 

管外局・・・上記以外のアマチュア局（両県内に移動した場合でも管外局とする） 

いずれもゲストオペでの参加は不可 

 

【電波型式・周波数・空中線電力など】各局に許可されている範囲内での 50MHz以上のバンド 

電信および電話モード（文字、画像、データ通信を除く） 

JARL コンテスト使用周波数および総務省告示のアマチュアバンド使用区分を厳守のこと 

 

【参加種目およびコードナンバー】 

【交信相手】○管内局 ＝ 本コンテストに参加の全アマチュア局 

○管外局 ＝ 信越両県内で運用するアマチュア局 

（但し信越両県内に移動して参加する場合は全アマチュア局） 

 

【呼出】 ○電信 ＝ ＣＱ ＪＡφ ＴＥＳＴ       ○電話 ＝ ＣＱ ＪＡφ コンテスト 

【コンテストナンバー】 

○管内局および信越両県内から参加する管外局・・・ＲＳ（Ｔ）＋市郡区ナンバー 

○その他の管外局・・・ＲＳ（Ｔ）＋都府県支庁ナンバー 

［例］ ・管内局 ５９ ０８００１（市郡区ナンバーを送信） 

・管外局 ５９ １０ （東京都内から運用した場合の例：都府県支庁ナンバーを送信） 

５９ ０９０１ （管外局が長野市から運用した場合の例：市郡区ナンバーを送信） 

 

～以下、規約を省略します。～JARL新潟のホームページをご覧ください。 

 

※お問い合わせは、ＳＡＳＥで前記提出先へ。または電子メールにて下記のアドレスまで 

お問い合わせください 

Email：ｚｅｒｏ－ｃｏｎｔｅｓｔ＠ｊａｒｌ．ｃｏｍ 

※信越地方本部コンテスト委員会のＨＰ    (URL) http://www.jarl.com/zerocontest 
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http://www.jarl.com/zerocontest


 

 

 

第 52回 新津クラブ定期総会（文書表決総会）の結果  

 

第 52 回クラブ定期総会は文書表決総会となり、クラブ員の皆さんの意志表明により承認され議決されました。 

議決日は 4/30 となります。 

 クラブ員２４名（家族会員１名）のうち１８名が意志を表明され、「承認します」が１８名で、「異議があります」

は０名でした。また質問者も０名でした。クラブ員の 1/3 の方々が意志表明し、意志表明者の全員が「承認します」

でした。各局のご承認を頂きまして、ありがとうございました。 

「傷害補償保険」と「雷事故補償保険」の情報です。  

今年度分の加入申込受付が４月より開始されています。内容は以下のとおりです。 

 (1) 傷害補償保険：会員ご本人の「ケガ」を補償する（団体総合生活補償保険） 

 (2) 雷事故補償保険：落雷や盗難などによるアンテナ等の損害を補償する 

 ○ 募集期間 2022 年４月１日(金)～同年６月 10 日(金)（書類必着） 

詳しくは、JARLホームページをご覧ください。 

 

 

【開催趣旨】 

 アマチュア無線の健全な発展と技術の向上を図るため、 

これらに関する展示や催事をおこない、一般の方々にアマチュア 

無線について広く紹介するとともに、アマチュア無線家の情報 

交換と友好を深めることを目的に開催します。 

 

 2022 年は 3 年ぶりのハムフェア開催となり、今年で 

44 回目の開催となります。 

「ＣＱＣＱアマチュア無線！世代を越えてコミュニケーション」 

をキャッチフレーズに、久方ぶりの再会を楽しみ、青少年や 

ベテランハムにアマチュア無線を通じて幅広い年代の新しい 

仲間の輪が広がるコミュニケーションを呼びかけます。 

 また、アマチュア無線に接する機会が増えていく新時代に 

向けて、アマチュア無線の可能性を発信し、これからの地域 

社会へ貢献できるアマチュア無線の振興を推進していくことを 

呼びかけます。状況によっては、変更が生じる場合があります。 

ぜひ、今年こそ開催してもらいたいものですね。 

 

 

 にいつクラブホームページ  http://www.ja0ymp.net/ 
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